意見書交付申請書
	　　年　　月　　日　

	

	小豆地区消防本部　消防長　殿

	

	　　　　　　　　　　申請者　　　　　　　　　　　　　　

	　建築基準法第７条の６の規定による仮使用承認申請をするため、下記の防火対象物の防火管理についての意見書の交付を申請します。

	

	記

	１
	建築主住所氏名
	電話　　　　　　

	２
	所在地名称
	

	３
	工事施工者
	電話　　　　　　

	４
	仮使用期間
	　　年　　月　　日から
年　　月　　日間
　　年　　月　　日まで

	５
	仮使用の理由
	

	６
	設置すべき消防用設備等

（法17、条例）
	設置済　　　　点検・報告　　　　　　（法17の3の2）

の別　　　　　　　　　試験結果 
未設置　　　　の実施状況　　　　　　（法17の3の2）

	
	

	７
	こんろ・ストーブ等設備名
	設置箇所　　　数　　　異常の有無

	
	

	受付　※条件


	項　　　　　　　　目
	届出済み年月日
	未届
	義務なし

	８
	防火対象物使用開始届（条例）
	年　月　日
	
	

	９
	防火管理者選任届（法８）
	年　月　日
	
	

	10
	消防計画書（規３）
	年　月　日
	
	

	11
	共同防火管理協議事項届
（法８の２）
	年　月　日
	
	

	12
	工事中の消防計画書（法８）
	年　月　日
	
	

	13
	プロパンガス・アセチレンガス
　　　　　貯蔵届（法９の３）
	年　月　日
	
	

	14
	少量危険物・指定可燃物の届
（条例）
	年　月　日
	
	

	15
	ボイラ、変・発電設備、乾燥設備、ネオン管灯等届（条例）
	設備名
	年　月　日

年　月　日

年　月　日
	
	

	16
	仮使用部分のカーテン等
（法８の３）
	イ　防炎性使用
	ロ　非防炎性使用
	使用せず
義務なし

	17
	工事部分の工事用シート
（法８の３）
	イ　防炎性使用
	ロ　非防炎性使用
	ハ　使用せず


備　　考
（1） ６は、増改築等の場合、法17の3の3に基づく消防用設備等の点検、報告の最近の実施年月日とその結果を簡記する。

新築の場合、法17の3の2に基づき消防用設備等設置届出をしている場合は、その旨を記入する。設置届出をするに至らない場合は、試験結果報告書を添付する。
（2） ７は、こんろ、ストーブ湯沸設備等の火気使用設備、器具等の設置状況について記入する。
（3） ８から14までは、「届出済み」「未届」「義務なし」のうち、いずれか該当する欄に○印を付ける。届出済みの場合は年月日を記入する。

（4） 13は、アセチレンガス40kg以上、プロパンガス300kg以上が届出の対象となる。

（5） 15は、ボイラ、変・発電設備、サウナ、ネオン管灯等条例に規定する設備を設置している場合に、その設備名を記入し、（3）のとおり該当欄に○印を付ける。

（6） 16、17は、該当するイ、ロ又はハを○で囲む。

（7） 位置図、配置図及び各階平面図を添付すること。仮使用部分と工事中の部分が明確にされていること。
ハ
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